
一般質問

平成２８年（２０１６年）７月３１日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

市政を問市政を問うう一一般般質質問問一般質一般質問問 議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、26人の議員からの質問のうち、
１人３件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは （政和）＝政和会
（公明）＝市議会公明党
（フォ）＝フォーラム小平
（共産）＝日本共産党小平市議団
（生ネ）＝生活者ネットワーク
（ 緑 ）＝緑の党こだいら

※伊藤央議員は平成28年6月21日に政和会を退会し、同日ムサシを結成しました。

公共
　施設

行
政
一
般

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
有
権 

者
が
誰
で
も
投
票
で
き
る
共
通
投
票

所
を
駅
、
商
業
施
設
な
ど
に
設
置
す

る
検
討
は
進
ん
で
い
る
か
。

　

渦
市
内
大
学
構
内
へ
の
期
日
前
投

票
所
設
置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

臼
専

用
の
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る

の
で
、
引
き
続
き
、
都
や
他
市
の
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

　

渦
市
内
大
学
に
お
け
る
学
生
の
市

民
の
割
合
が
少
な
い
た
め
、
設
置
の

費
用
対
効
果
が
見
込
め
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
緑
）　

臼
市
内
の 

大
学
や
企
業
、
都
や
国
が
所
有
す
る

体
育
館
等
を
避
難
所
と
し
て
活
用
す

る
た
め
の
働
き
か
け
を
し
て
い
る
か
。

　

渦
一
橋
大
学
如
水
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ

ザ
の
地
域
開
放
を
提
案
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
市
の
指
定
避
難
所
が
収
容

能
力
を
超
え
る
場
合
、
一
時
的
な
避

難
所
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
、市
内

の
大
学
に
働
き
か
け
を
し
て
い
る
。

　

渦
現
在
、
利
用
者
を
学
生
、
教
職

員
及
び
宿
舎
入
居
者
に
限
定
し
た
施

設
で
あ
る
た
め
、
地
域
へ
の
開
放
は

考
え
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

 
吉
本
ゆ
う
す
け
議
員（
フ
ォ
）　

政
策

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
基
本
政
策
１
の
子

ど
も
が
の
び
の
び
育
つ
ま
ち
に
つ
い

公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
る
駅
、
商
業

施
設
へ
の
共
通
投
票
所
の
設
置
等
は

一
橋
大
学
如
水
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
な
ど

民
間
施
設
等
の
有
効
活
用
を

政
策
イ
ン
デ
ッ
ク
ス　

、
２０１３

　

の
約
束
プ
ラ
ス
α
に
つ
い
て

６０

て
、
各
約
束
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　
　

項
目
あ
り
、進
捗
状
況
は
、

１２

約
束
３
番
病
児
保
育
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
計
画
に
基
づ
き
４
年
間
で
病

児
・
病
後
児
保
育
施
設
を
１
施
設
増

設
し
、
既
存
の
病
後
児
保
育
施
設
１

施
設
で
保
育
を
開
始
し
た
。
約
束
８

番
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
中
学
校
全
校
配
置
に
つ
い
て
は
、

配
置
校
を
段
階
的
に
拡
充
し
、　

年
２６

度
に
は
中
学
校
全
校
に
配
置
し
た
。

 
松
岡　

篤
議
員
（
政
和
）　

臼
現
在 

の
文
化
学
園
大
学
小
平
キ
ャ
ン
パ
ス

の
市
民
の
使
用
状
況
は
。

　

渦
今
後
、
市
民
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
位
置
づ
け
に
な
る
の
か
。

市
長　

臼
花
小
金
井
武
道
館
を
利
用

し
て
い
た　

の
定
期
利
用
団
体
の
う

３７

ち
、　

団
体
が
体
育
館
や
ホ
ー
ル
な

３５

ど
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

渦
今
後
の
利
用
は
、
基
本
的
に
大

学
の
意
向
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
く

が
、
現
在
の
環
境
を
維
持
す
る
方
向

で
検
討
を
お
願
い
し
て
い
る
。

 
永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

臼
Ｆ
Ｍ 

西
東
京
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

　

渦
地
域
で
の
孤
立
化
防
止
を
初
め
、

イ
ベ
ン
ト
や
防
災
等
の
情
報
発
信
の

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
市
が
発
信
す
る
情
報
を
番

組
で
告
知
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
有

効
な
媒
体
の
１
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
市
と
し
て
立
ち
上
げ
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
が
、
市
内
で
開
局
さ

文
化
学
園
大
学
小
平
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

未
使
用
施
設
へ
の
市
の
姿
勢
は

こ
だ
い
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
を

市
で
開
設
が
で
き
な
い
か

れ
る
場
合
の
事
業
者
と
の
連
携
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

 
伊
藤　

央
議
員
（ 
政 
和
）　

臼
市
の 

※

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、

Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
公
民
連
携
）
の
概
念
を
取

り
入
れ
て
行
っ
た
も
の
は
あ
る
か
。

　

渦
市
庁
舎
１
階
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
を
誘
致
す
れ
ば
、
財
源
確

保
と
市
民
、
職
員
の
利
便
性
向
上
に

効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
市
民
総
合
体
育
館
等
の
指

定
管
理
者
制
度
が
あ
る
。

　

渦
１
階
部
分
は
窓
口
業
務
の
多
い

事
務
室
等
の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
な
っ
て

お
り
、
現
状
で
は
敷
地
も
含
め
て
誘

致
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と

は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
Ｈ
Ｄ 

Ｍ
Ｉ
端
子
つ
き
の
テ
レ
ビ
を
全
館
に

積
極
的
に
増
設
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

渦
施
設
の
利
用
マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル

を
徹
底
す
る
た
め
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
改
善
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

市
長　

臼
今
後
、
備
品
の
更
新
時
期

等
を
捉
え
、
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
端
子
対
応
の

機
器
を
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
今
後
、
施
設
予
約
時
に
利
用
上

の
注
意
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
よ
う
、

注
意
を
窓
口
に
掲
示
す
る
と
と
も
に

利
用
終
了
時
の
報
告
書
の
チ
ェ
ッ
ク

項
目
を
見
直
し
て
い
く
。

公
民
連
携
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

地
域
セ
ン
タ
ー
の
テ
レ
ビ
の
設
置
状
況

と
利
用
ル
ー
ル
の
徹
底
に
つ
い
て

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
施
設 

の
老
朽
化
が
進
み
更
新
の
検
討
が
さ

れ
て
い
る
が
、
建
て
か
え
用
地
の
選

定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

渦
更
新
に
向
け
た
課
題
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

臼
こ
れ
ま
で
に
工
業
地
域
、

準
工
業
地
域
を
対
象
に
複
数
の
土
地

所
有
者
と
交
渉
し
た
が
、
現
時
点
で

用
地
の
確
保
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

渦
既
に
目
標
耐
用
年
数
が
経
過
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
施
設
の

更
新
に
向
け
て
、
用
地
選
定
が
最
も

重
要
な
課
題
と
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
更
新
の

今

後

に

つ

い

て

問

う

 
佐
藤　

徹
議
員
（
公
明
）　

臼
（
仮 

称
）
小
平
観
光
ま
ち
づ
く
り
連
絡
会

の
設
立
時
期
は
。

　

渦
民
間
事
業
者
の
宿
泊
施
設
が
少

観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
向
け
た

市
の
取
り
組
み
を
問
う

な
い
現
状
を
鑑
み
、
空
き
家
を
含
め

た
民
泊
事
業
の
推
進
へ
の
見
解
は
。

市
長　

臼
本
年
６
月　

日
に
、
こ
だ

２８

い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
の
名
称

で
設
立
予
定
で
あ
る
。

　

渦
今
後
、
多
摩
地
域
に
も
来
訪
者

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

空
き
家
を
含
め
た
民
泊
は
、
近
隣
自

治
体
と
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
認
知 

症
の
人
に
対
す
る
自
治
会
の
役
割
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

渦
学
園
西
町
地
区
の
地
域
連
絡
会

の
取
り
組
み
を
、
今
後
、
ほ
か
の
地

域
に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長　

臼
日
頃
の
活
動
を
通
し
て
、

気
づ
き
や
見
守
り
な
ど
を
行
う
地
域

の
担
い
手
の
１
つ
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
学
園
西
町
地
区
の
取
り
組
み
を

自
治
会
懇
談
会
で
紹
介
し
、
引
き
続

き
職
員
が
積
極
的
に
地
域
に
飛
び
出

し
、
地
域
の
人
と
の
顔
の
見
え
る
関

係
づ
く
り
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

 
川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

臼
基
本 

計
画
の
決
定
を
受
け
、
都
市
農
地
の

保
全
を
ど
う
進
め
よ
う
と
考
え
る
か
。

　

渦
周
辺
住
民
と
共
生
で
き
る
農
業

経
営
構
築
へ
の
市
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

臼
担
い
手
と
土
地
の
確
保
が

重
要
と
考
え
て
お
り
、
農
業
基
盤
整

備
等
に
よ
り
後
継
者
の
育
成
を
図
る

と
と
も
に
、
農
地
の
保
有
や
相
続
に

か
か
る
税
負
担
等
の
課
題
に
対
し
て
、

今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　

渦
農
地
の
持
つ
交
流
創
出
や
防
災

等
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
と
、
農
地

の
保
全
を
図
る
た
め
、
地
域
と
歩
む

農
業
推
進
事
業
等
を
実
施
し
て
い
く
。

自
治
会
の
あ
り
方
と
今
後
に
つ
い
て

都
市
農
業
振
興
基
本
法
と
基
本
計
画

に
基
づ
く
市
の
農
業
施
策
に
つ
い
て

 
竹
井
よ
う
こ
議
員
（
フ
ォ
）　

開
館 

か
ら
１
年
が
た
ち
、
見
学
者
が
多
く

訪
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、

な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
を
ど
の
よ
う
に
観

光
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

設
立
予
定
の
こ
だ
い
ら
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
会
が
設
定
す
る
市
の

特
色
が
わ
か
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
に
、

な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
を
取
り
入
れ
る
こ

と
を
検
討
す
る
ほ
か
、
作
成
予
定
の

観
光
マ
ッ
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

や
媒
体
を
活
用
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
し
、

観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

  
松
岡　

篤
議
員
（
政
和
）　

臼
市
内 

の
商
店
街
の
空
き
店
舗
の
状
況
は
。

　

渦
商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
あ
け

る
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は

あ
る
か
。

市
長　

臼
昨
年
度
に
実
施
し
た
商
店

街
実
態
調
査
で
、
商
店
会
の
平
均
空

き
店
舗
は
４
・
６
店
と
な
っ
て
い
る
。

　

渦
市
内
店
舗
改
修
等
補
助
事
業
や

小
平
商
工
会
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
事
業
で
空
き
店
舗
対
策
を
進
め
て

い
る
。
さ
ら
に
、
商
店
会
が
空
き
店

な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
を
も
っ
と

観
光
資
源
と
し
て
生
か
し
て
い
こ
う

葛
な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
（
小
平
市
立

仲
町
公
民
館
・
仲
町
図
書
館
）

商
店
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

あ
け
活
気
を
つ
く
ろ
う

舗
を
活
用
し
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
事
業
を
実
施
す
る
場
合
、
事
業
費

の
一
部
を
支
援
す
る
制
度
も
あ
る
。

 
さ
と
う
悦
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
市 

が
進
め
る
化
学
物
質
対
策
で
、
合
成

洗
剤
で
は
な
く
石
け
ん
の
利
用
を
進

め
る
こ
と
に
対
し
て
、
市
の
見
解
は
。

　

渦
市
立
の
保
育
園
で
は
、
給
食
の

調
理
用
具
や
食
器
の
洗
浄
に
ど
ん
な

洗
浄
剤
を
使
用
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
石
け
ん
の
利
用
は
、
環
境

リ
ス
ク
の
低
減
を
図
る
上
で
重
要
な

取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
作
業
を
短
時
間
で
行
う
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
石
け
ん
と
合
成
洗

剤
を
併
用
し
て
い
る
が
、
環
境
に
配

慮
し
た
製
品
を
選
定
し
て
い
る
。

 
石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
ご 

み
屋
敷
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。

　

渦
個
人
の
敷
地
内
の
物
は
勝
手
に

処
分
が
で
き
ず
、
対
応
に
苦
慮
す
る

自
治
体
が
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
条
例

制
定
を
前
向
き
に
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影

響
を
与
え
て
い
る
と
判
断
し
た
も
の

は
、
定
期
的
な
訪
問
に
よ
り
居
住
者

に
改
善
を
求
め
る
と
と
も
に
、
庁
内

で
の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　

渦
先
進
市
の
運
用
状
況
に
関
す
る

情
報
を
収
集
す
る
な
ど
、
条
例
に
関

す
る
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

不
必
要
な
化
学
物
質
を
減
ら
す
た
め
に

石
け
ん
の
利
用
を
進
め
よ
う

い
わ
ゆ
る
ご
み
屋
敷
対
策
条
例
の
制
定
を

環 境
下水道

産 業
暮らし

葛
小
平
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー


